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水島光一 啓運抄に於ける五重玄の約行約説について 第4・5号（1968年12月） 36-41 

森正行 法華経の宥和性について 第4・5号（1968年12月） 42-45 

渡辺信勝 立誓願文懲思著作の真偽問題 第4・5号（1968年12月） 46-61 

清瀬薦 『観心本尊抄四十五字法体段』について特に清水・山川両先生所鎗を中心にして 第4・5号（1968年12月） 62-71 

編集部 【住所録】 第4・5号（1968年12月） 71-75 

編集部 【目次】 第8号（1969年12月）

宮崎英修 《巻頭冨》門流宗学形成に翻して 第6号（1969年12月） 2-3 

｛中津浩祐 サーンキャ哲学におけるチエータナー（ce句nii）について 第6号（1969年12月） 4-11 

久留官園秀 『広破論』の研究『支分に関する検討』の翻訳と解説 第暗号（1969年12月） 11-21 

松村顕 在地の葬祭受容形態について 第6号（1969年12月） 22-30 
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高山

『五極論』研究（ー） 第12号（1976年2月） 1-29(L) 

編集委員 【目次】 第13・14・号（1978年3月）ー
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編集委員 【目次】 第15号（1980年3月）
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池上和夫 身口意の三業について特に原始経典について 第n号（1984年3月） 72-82 
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郭牽 印度大事土乗と仏無量教寿に経於のけ聞る係阿を弥中心陀と仏し信て仰の位置について
在厳浄 中 第17号（1984年3月｝ 138-140 

錨集委員 【執筆者紹介】 第17号（1984年3月｝ 141-143 

編集委員 【編集後記】 第17号（1984年3月｝

編集委員 【目次】 第18号（1986年3月｝

佐々木孝憲 《巻頭雷》 第18・号（1986年3月） 4-6 

関戸発海 日蓮聖人の還擦経受容 第18・号（1986年3月） 7-52 

平島盛雄 下種に闘する一考察原始天台における聞法下積の倫理構造 第18・号（1986年3月｝ 53-65 

原慣定 日蓮聖人の「提聖書逮多』解釈について提鑓遺多救済の愉理性 第18号（1986年3月｝ 67-93 

武清敏 越南李朝仏教史の研究李朝成立年代の考察（酉眉100ト 1225年｝ 第18号（1986年3月｝ 95-114 

都守基一 日蓮聖人遺文にみられる霊山往績の鋭示 第18号（1986年3月｝ 115-131 

千明東道 『法華経』第一章r序晶』・第二章『方便晶」の問題点『法JDhanna解釈の問題鍵起 第18号（1986年3月） 133-136 

編集委員 【仏教学論集目録（1ー 17号）】 第18号（1986年3月｝ 137-141 

編集委員 【編集後記】 第18号（1986年3月｝

編集委員 【執筆者】 第18号（1986年3月｝

編集餐員 【目次】 第19号（1990年3月｝

勝昌信静 《巻頭冨》随想 第19号（1990年3月｝ 2-6 

関戸発海 田村芳朗先生の思い出 第19号（1990年3月｝ 7-11 

寺尾英智 中山法華経寺田蔵の日重量聖人真筆昆禁羅本尊目l等筆臨写本について 第19号（1990年3月｝ 12-61 

福士慈稔 新羅仏教伝来考 第19号（1990年3月｝ 62-78 

吉木英雄 僧尼令とその周辺（ー）仏法と王法の観点から 第19号（1990年3月｝ 79-125 

望月成浩 『守越国家飽』の一考察立正安園の前提条件 第19号（1990年3月｝ 126-137 

生田観周 一念三干簡に於ける事 第19号（1990年3月） 138-149 

宮津勘次 天台大師の『即』考序説 第19号（1990年3月） 150-162 

編集委員 【編集後記】 第19号（1990年3月｝

編集委員 【執筆者紹介】 第19号（1990年3月）

杉山清一 『BHAGAVAD-GlTA』和訳ノート（1) 第19号（1990年3月｝ 22・闇71(L)

望月海怠 『帰依の説示』鼠訳Asmall加抗。fAma (1) •aaraoa胴ma摘出血nl 第19号（1990年3月｝ 1-21（υ 

図賀龍彦 《巻頭冨》 第20号（1996年3月｝
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編集委員 【目次】 第20-号（1996年3月｝

吉木英雄 僧尼令とその周辺（ニ）仏法と王法の観点から 第20号（1996年3月） 1-19 

山崎輝夫 長松清風の『十ニ宗名」教学についての一考察 第20号（1996年3月） 20-28 

徐徳仙 円測の『解深密経疏』における真蹄鋭への批判について 第20号（1996年3月） 29-36 

田村完爾 安園院日識の『録内啓蒙』における本門三妙 第20号（1996年3月） 37-46 

大谷正幸 国立国会図書館所蔵本『不尽道別』について解閣と翻刻 第20号（1996年3月） 47-62 

渡辺卓睦
〈月例研究発表会研究報告〉 第20号（1996年3月） 63-64 
能に晃られる仏教について

高森太乗
〈月例研究発表会研究報告〉 第2肘署（1996年3月） 64-65 
日運聖人における害時量蓮華釈について

渡辺彰良
〈月例研究発表会研究報告〉

第20号（1996年3月） 65-66 
日蓮聖人の法華経行者観に関する一考察

光林孝弘
〈月例研究発表会研究報告〉 第20号（1996年3月） 66-67 
円光目隠の顕本諭顕本簡の観角について

曹良淑
〈月例研究発表会研究報告〉

第20号（1996年3月） 67-68 
天台数学における境妙＋ニ因縁を中心として

新川精一
〈月例研究発表会研究報告〉

第20-号（1996年3月） 69-70 
身延門流の展開日重『見聞愚案記』を中心として

鶴岡雅代
〈月例研究発表会研究報告〉

第20-号（1996年3月） 70ー'71日蓮聖人における歴史叙述の一考察態円との比較を湿して

市川晴朗
〈月例研究発表会研究報告〉

第20号（1996年3月｝ 71-72 
弥鋤と阿逸多について

杉崎達也
〈月例研究発表会研究報告〉

第20号（1996年3月｝ 72-73 
『郁伽長者経』に関する一考察

小瀬修逮
〈月例研究発表会研究報告〉

第20号（1996年3月｝ 74-75 
天台の仏身観と実相輪

王文雄
〈月例研究発表会研究報告〉

第20号（1996年3月｝ 75-76 
日蓬聖人の天台止観の実践の一考察

室伏見秀
〈月例研究発表会研究報告〉

第20号（1996年3月｝ 76-77 
法華議疏に関する一考察

小山田和正 〈月例研史発表会研究報告〉
第20号（1996年3月） 77-78 

『死体と死者』釈尊浬鏡園は死体美術か？

中里観察
〈月例研究発表会研究報告〉

第Z肘寺（1996年3月） 79 中世蝦東地への仏教伝調書とその展開

三田村英宗 〈月例研究発表会研究報告〉
第20号（1996年31!) 80-81 

観音経における一考察一心称名・即得解脱I＝関Lて

岩間良正
〈月例研究発表会研究報告〉

第20号（1996年3月） 81-82 戒律に現れる風土性から見た印度の仏教僧伽

高須窯
〈月例研究発表会研究報告〉

第20号（1996年3月｝ 82-83 慶林坊目隆教学の一考察末法凡夫の信行観

杉本潔宣 天〈月台例大研師究智発銅表の会法研華究三報大告部〉鵠践に於ける「一念Jの一考察 第20-号（1996年3月） 83-84 

編集委員 【象報】 第20-号（1996年3月） 85-86 

編集委員 【編集後記】 第20号（1996年3月） 87-88 

編集委員 【執筆者紹介】 第20号（1996年3月｝ 89 

立正大学大学院
Abhidharma文献における昌locanaの用例 第20号（1996年3月） 5か66（υ部派傍教思想研究会

斎藤寵裕 Ratn轟kara~置ntiの種性論 第20-号（1996年3月｝ 38-49（υ 
望月海重量 「空を特徴とする』は仏教思想か 第20号（1996年3月） 25-37（υ 
望月海怠

馬鳴に帰される『＋不善業道脱示』の研究 第20-号（1996年3月） 1-24(L) 菅野寵清

浅井円道 《巻頭言》 第21号（1997年3月）
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編集委員 【目次】 篇21号（1997年3月）

安藤昌就 常楽院日経造立の日運聖人像新紹介の旧東部上行寺祖師像について 第21号（1997年3月） 1-21 

柴田章延 御許山錦通寺所蔵の史料について特に『伝弘法大師真筆細字法華経』について 第21号（1997年3月） 22-33 

高森大乗 密輸にみる日蓮聖人の法華経観法草経および題目玉字七字の寄喰的表混在通じて 第21号（1997年3月） 34-47 

田村完爾 『法華玄義』六重本述と広蔵院日辰の本仏観 第21号（1997年3Jil) 48・同'71

佐野晴夫
《見えるもの》と《見てしまうもの》 第21号（1997年3月） 72-80 
『阿毘遺磨大昆聾沙論』定抱一行納息第五之四をめぐる一蹴論

荒万里子 日蓮聖人佐渡鹿涜の道について『鎌倉街道』を中心に 第21号（1997年3月） 81-88 

長谷川正身 唯畿〈転変諭〉に関する一考察 第21号（1997年3月） 89-96 

編集餐員 【集報】 篇21号（1997年3月｝ 97 

編集委員 【編集後記】 第21号（1997年3月） 98 

編集委員 【執筆者紹介】 第21号（1997年3月｝ 99 

大谷正幸 るりとそらとほとけ群青と金色のイメージ 第21号（1997年3月） 1-20(L) 

渡鑑賞陽 《巻頭言》『生き方Jと学聞の課題 第22号（1998年3月｝

編集委員 【目次】 第22号（1998年3月｝

田村完爾 本魯属妙について 第22号（1998年3月｝ 1-11 

荒万里子 三十番神研究史の概観 第22号（1998年3月） 12-26 

白山和宏 成実宗における四締鋭 第22号（1998年3月｝ 27-33 

編集委員 【集報】 第22号（1998年3月｝ 34 

編集委員 【鋸集後記】 第22・号（1998年3月） 35 

編集委員 【執筆者紹介】 篇22号（1998年3月） 36 

立郎正派大悌学教大学院
思想研究会 業•Kannan ・ las 『倶舎繍』業品構鶴ノート 第22号（1998年3月） 21-37（υ 

佐野鯖夫 《自性3の意味するところ玄撲における翻訳ス事ンス 第22号（1998年3月｝ 10-20(L) 

村上憲彦 『穴度集経』に見られる燃燈仏物語の一蹴倫『驚志本生』と「備室受決経』を中心にして 第22・号（1998年3月｝ 1-9(L) 

高木霊 《巻碩言》もう一つの日蓮遺文のセット見果てぬ夢のーっ 第23号（1999年3月）

編集委員 【目次】 篇23号（1999年3月）

高森大乗 法華七噌と日蓮聖人の家法救済鈴三車火宅喰と良医治子磁の解釈を中心に 第23号（1999年3Jil) 1-10 

田村完爾 常寂光土について天台智銀の解釈を中心1= 第23号（1999年3月｝ 11-25 

玉木晃仁 日蓮聖人の「正直」についての一考察神紙観を中心として 第23号（1999年3月） 27-34 

荒万里子 三十番神の像容に関する一考察 第23号（1999年3月） 35-49 

長谷川正身 唯識転変鋭の三局面についてその生命科学蛤的解釈 第23号（1999年3月｝ 51-61 

池谷真敬 伊豆圏三島における日蓮教聞の展開目昭門流の進出と玉沢妙法華寺 第23号（1999年3月） 63-77 

矢吹修一 胡族君主と仏教僧の政治的関わり 第23号（1999年3月） 79-88 

小西顕一郎 鹿林坊日隆の『信心法度』についての一考察 第23号（1999年3月｝ 89-103 

小埜栄輝 仏法と世法について 第23号（1999年3月｝ 10lト111

荒管子 日謹聖人における中国史の知機御遺文に霊場する人物像を中心に 第23号（1999年3月） 113-124 

編集委員 【集報】 第23号（1999年3月） 125 

編集餐員 【編集後記】 第23号（1999年3月｝ 126 

編集委員 【執筆者紹介】 第23号（1999年3月｝ 127 

量生鴻栄 樽定愉の一考察特に安那般都（届岨pin・1を中心として 第23号（1999年3月｝ 25-46(L) 

堀江宏文 パガン仏塔の一考察 第23号（1999年3月） 15-24（υ 

郷世成 高麗大覚閤師範天の研究 第23号（1999年3月） 1-13（υ 
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佐々木孝憲 《巻頭書》一語百意 第24号(2000年3月）

編集委員 【目次】 第24号（2000年3月）

高森大乗 日蓮聖人の情報網と連絡網分折と展望 第24号（2000年3月｝ 1-49 

荒万里子 仏師林如水に関する一考察 第24・号（2000年3月） 51-62 

池谷真敬 行学院日朝と三烏本覚寺明応九年日朝書状を手掛かりに 第24・号（2000年3月） 63-69 

岩田親書事 『ー断一切断、一成一切成」解釈考明恵房商弁鍛『企飾子章光顕鯵』を中心として 第24・号（2000年3月） 71-81 

小埜栄輝 日蓮塑人の国土観佐前における国土観を中心に 第24号（2000年3月｝ 83-104 

荒誉子 日蓮聖人の歴史叙述に関する編年的考察中国史を中心に 第24号（2000年3月） 105-149 

竹石慾清 7鶴田逮と『現安後普鯵』 第24号（2000年3月） 151-160 

編集委員 Ult報】 第24号（2000年3月） 161 

編集委員 【編集後偲】 第24号（2000年3月） 162 

編集委員 【執筆者紹介】 第24号（2000年3月｝

小松邦彰 《巻頭言》読むこと、書くこと 箆25号(2003年3月｝

編集委員 【目次】 第25号（2003年3月）

回村完爾 法華数学における釈算観の一側面天台智蝦における良医喰受容の考察（下｝ 第25号（2003年3月｝ 1-26 

山村本首 『決膜明眼諭』の研究 第25号（2003年3月｝ 27-38 

野中隆縫 日謹遺文における「是名持戒』の文について 第25号（2003年3月） 39-44 

堀部孝ニ 西山本門寺所蔵『御遷化記録』所収「宗祖略伝』に関する一考察 第25号（2003年3月） 45-54 

森影康伸 日越聖人の秘法について 第25号（2003年3月） 55-62 

伊藤泰顕 法撃思想の国土観日蓮聖人の『開目抄』における浄土観 第25号（2003年3月） 63-69 

野口真利 『峨眉集』『草木修性J 第25号（2003年3月｝ 71-75 

編集委員 【編集後記】 第25号（2003年3月）

編集委員 【執筆者紹介】 第25号（2003年3月）

胡建明 清涼澄観における禅思想の研究教欄和合の鋪織に注目して 第25号（2003年3月） 45-56（υ 

周柔含 『四善根』思想の起源に関する考察 第25号（2003年3月｝ 33-44（υ 
洪鴻栄 大毘襲沙論における止観の構造 第25号（2003年3月） 19-32（υ 
三友健容

ウルムチ博物館等所蔵省代ウイグル文字悌教文献第一次調査報告書 第25号（2003年3月｝ 1-18（υ YJ~il.・＇lリ・グリ

三友健容 《巻頭言》 第26号（2006年10月）

編集委員 【目次】 第26号（2006年10月）

森清顕 『一代五時図』の伝来について 第26号（2006年10月） 1-13 

田村民依子 上方における『日蓮記物」の上演について他宗との比較を中心に 第26号（2006年10月） 15-21 

堀部孝二 中世田蓮教団における御影の造立とその信仰 第26号（2006年10月） 23-42 

荒達子 日蓮聖人の大員茶羅について授与書を中心に 第26号（2006年10月） 43-60 

今修司 〈月例研究発表会研究撰報述告の〉
『一乗要決』の研究 真意は何か 第26号（2006年10月｝ 61-62 

土井照美 ｛月例研究発表会研究報告〉
第26号（2006年10月） 62-67 千葉県の民間信仰について特に庚申信仰および地蔵信仰の有造物を中心として

編集委員 【集報】 第26号（2006年10月） 69-70 

編集委員 【編集後毘】 第26号（2006年10月）

編集委員 【執筆者紹介】 第26号（2006年10月）

古カ・阿孜古麗 セランド（西域）における古代ウイグル文字仏教文献の研究について 第26号（2006年10月） 15-57(L) 

周桑含 順決択分に関わる『失地捨』の問題 第26号（2006年10月） 1-13（υ 
庵谷行亨 《巻頭言》 第27号（2009年3月）
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編集餐員 【目次】 第27号（2009年3月｝

中尾発 日蓮宗初期の本尊勧筒造像の毘録をめぐって 第27号（2009年3月） 1-13 

本間俊文 日興本尊授与書にみる日興とその門弟 第27号位009年3月｝ 15-40 

林是恭 身延山内金石文の研究大名家事を中心として 第27号（2009年3月｝ 41-79 

編集餐員 【急報】 第27号（2009年3月） 81-82 

編集委員 【編集後記】 第27号（2009年3月）

編集餐員 【執筆者紹介】 第27号（2009年3月）

金嫡坤（怠鏡） 僧肇記「法華爾経後飽」偽撰践の全貌と解明 第27号（2009年3月｝ 29-55(υ 

塚本書祥 N。rmanによるA4。ka刻文の研究 第27号（2009年3月） 1-27(L) 

仲漂浩祐 《巻頭言》仏教学研究会発足と『仏教学簡集』発刊を振り返って 第28号（2011年3月）

編集委員 【目次】 第28号（2011年3月）

栗原啓文 加越能三国における法華信仰圏の交流長谷川等伯の作品を中心として 第28号（2011年3月｝ 1-9 

徳永前啓 明治・大正期における日蓮宗と患室について村露目栄と松森霊還の行励を中心として 第28号（2011年3月） 11-39 

編集蚤員 【議報】 館28号（2011年3月） 41 

編集委員 【編集後記】 第28毎（2011年3月）

鋸集委員 【執筆者紹介】 第28号（2011年3月）

日比佑香 五趨の物質性と生理学的心理機関との比較検討 第28号（2011年3月） 67-78(L) 

大門浩子 キジル石窟における浬鑓窓悶 第28号（2011年3月｝ 53-66(L) 

金綱坤（怠鏡） 元暁『法華宗喪』訳注（2) 第28-号（2011年3月｝ 17-52(L) 

庄司史生 立豆大学図書館所蔵・河口怠海将来チベット語訳『J＼干煩般若経』 第28号（2011年3月） 1-16（υ 

伊灘消叡 《巻頭富》日蓮門下として、その研究態度について 第29号(2012年3月）

編集委員 【目次】 第29号(2012年3月｝

穣坂悠子 法『超華日経明縫製三逮昧多経品』・の日五建聖障人・三遺従文の説鋭と示女を人ふ成まえ仏な鋭がにら関する考察 第29号（2012年3月） 1-13 

本間俊文 日奥門流の徳治二年法難に関する一考察 第29号（2012年3月） 15-29 

山下宗秀 日蓮教学における三互のこ法についての一考察 第29号（2012年3月） 31-46 

芹薄寛隆 日蓮塑人における『時』認践御遺文・農務揺に見られる『年号』に対する窓践を中心として 第29号（2012年3月） 47-55 

桑名法晃 日蓮聖人の本車の実体と形態について主な筒先師の解釈を中心とLて 第29号（2012年3月） 57-71 

岩絢未前紀啓子・深・桑谷名法晃
徳永 恵子 《史料紹介》尊重院日億著『億師年鰭』｛佐賀県松尾山光勝寺所蔵） 第29号（2012年3月｝ 73-93 

編集委員 【議報】 第29号（2012年3月｝ 95 

編集委員 【編集後記】 第29号（2012年3月｝

編集餐員 【執筆者紹介】 第29号（2012年3月｝

中井久美子 女人成仏研究の諸問題について『提鍵逮多品』の簡女成仏を中心に 第29号（2012年3月｝ 61--68（υ 

堀江正教 大乗仏教起源の筒見解について 第29号（2012年3月） 43-59(L) 

目比佑香 無間縁と等無間縁 箆29号（2012年3月） 31-41(L) 

大門浩子 亀まま園の仏教についての一考察スパシ遺跡よりみる文化的側面 第29号（2012年3月｝ 19-29(L) 

内藤普之 キジル石窟中にあらわされる焔肩表現について 第29号（2012年3月） 1-17(L) 

松村喬巌 《巻頭雷》 第30号（2013年3月｝

編集委員 【目次】 第30号（2013年3月）

桑名法晃 日謹聖人における本門の意味『関目抄』『観心本尊妙』を中心として 第30号（2013年3月）

徳永前啓・義名法晃 《史料紹介》幸円院日徳著『中山と両寺一寺険』（佐賀県松尾山光勝寺所蔵） 第2骨号（2013年3月｝
神田大輝・戸国博

編集委員 【象報】 第30号（2013年3月｝
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編集委員 【編集後記】 第3口駅2013年3月）

編集委員 【執筆者紹介】 篇30号（2013年3月）

中井久美子 法華経提聖書品における簡女成仏について中圏諸師の理解を中心として 第S時（2013年3月）

田口恵敬 『『摂大文乗集荘脆厳』彼経呆論智』分普の提記晶述編との纂比へ較のかAらsangaの関与について 第30号（2013年3月）

日比佑香 『成業輪』における漫集後の織の相続 第30号（2013年3.i;!)

肉康善之 古代亀蕊地方における仏教変遷について岡支（阿文｝石窟を中心として 第30号（2013年3月）

藤野泰ニ 吉臓の法務経信解品の理解について 第30号（2013年3月）
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編

集

後

記】

O

『
仏
教
学
論
集
』
第
三
十
号
を
諸
師
諸
兄
の
皆
様
に
お
届
け
致
し

ま
す
。
昭
和
三
十
九
年
の
創
刊
以
来
、
三
十
号
の
節
目
に
あ
た
る
本

年
度
は
、
ま
た
立
正
大
学
大
学
院
仏
教
学
研
究
会
の
発
足
五
十
周
年

の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
本
号
を
、
立
正
大
学

大
学
院
仏
教
学
研
究
会
創
立
五
十
周
年
・
創
刊
三
十
号
記
念
号
と
し

て
編
集
致
し
ま
し
た
。
今
後
も
先
輩
諸
師
の
学
究
の
燈
火
を
絶
や
す

こ
と
な
く
、
刊
行
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
念
願
い
た
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
何
卒
御
理
解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

O

本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
仏
教
学
専
攻
主
任
、
松
村
害
巌
先
生
に

は
、
御
多
忙
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
巻
頭
の
玉
稿
を
賜
り
ま
し
た
。
謹

ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

O

本
号
で
は
史
料
紹
介
と
し
て
、
佐
賀
県
松
尾
山
光
勝
寺
所
蔵
の
幸

円
院
日
徳
著
『
中
山
と
両
寺
一
寺
論
』
を
翻
刻
致
し
ま
し
た
。
本
稿

は
、
平
成
二
十
四
年
度
立
正
大
学
大
学
院
講
義
「
宗
史
演
習
（
一
ご

（
担
当
日
寺
尾
英
智
教
授
）
の
成
果
に
依
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

O

巻
末
に
創
刊
号
よ
り
三
十
号
ま
で
の
所
収
論
文
の
総
目
次
を
付

し
ま
し
た
。
併
せ
て
皆
さ
ま
の
研
究
に
ご
活
用
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

な
お
、
本
目
次
の
作
成
に
は
、
本
学
仏
教
学
部
非
常
勤
講
師
、
金
嫡

坤
先
生
に
お
力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
。
謹
ん
で
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

O

本
号
は
、
経
費
削
減
の
た
め
、
写
真
製
版
で
の
発
刊
と
な
り
ま
す
。

入
力
・
校
正
作
業
に
あ
た
り
、
執
筆
者
各
位
の
御
協
力
を
賜
り
ま
し

た
。
重
ね
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（

S
・M
）


